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人と社会を楽しく元気に

株式会社宝島社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：蓮見清一）が発行する『60歳すぎたらやめて幸せに
なれる100のこと』は、４月21日（木）の重版をもって累計44万部を突破しました。
本誌は、人生のエンディングを悔いなく迎えるため、60代から余分なものを手放し軽やかに生きる方法を紹介する一冊
です。人間関係・健康・お金・見栄などへの執着を手放し、誰もがすぐに実践できる「やめる」「捨てる」を、すでに実践
している先輩たちのアドバイスを添えて100項目紹介。50～70代を中心に評判を呼び、半年で44万部を突破する
大ヒットとなりました。読者からは「気持ちが軽くなった」「背中を押された」「無理しなくていいんだなとホッとした」など、
多くの反響をいただいています。
現在の若い世代は、不景気な時代に生まれた背景から、堅実で効率を求める傾向があるといわれています。また、
膨大な情報にアクセスできる環境で育ち、多様化を受け入れ、自分らしさを尊重するともいわれています。それにより、
結婚に執着しない未婚者の増加、ものやお金に執着しないミニマリストなど、新たな価値観が浸透してきました。しかし、
団塊やそれ以上の世代は、人口が多く競争の激しい環境で進学や就職を経験し、我慢したり頑張りすぎたりしてしまう
特徴があるといわれています。こうした世代に「やめる」「捨てる」という考えを提案し、支持されたことがヒットの要因だと
考えています。また、「頑張りすぎてしまう親に読んでほしい」と子どもが両親へプレゼントする需要も広がっています。
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★宝島社のリリース一覧はこちら★ https://tkj.jp/company/release


